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今
月
の
み
ど
こ
ろ

・
 防
災
特
集
　
震
災
の
恐
怖
を
忘
れ

ず
、
今
後
に
い
か
す
た
め
に
…

・
大
法
師
さ
く
ら
祭
り

・
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
紹
介

・
タ
ウ
ン
セ
ー
ル
ス
ブ
ッ
ク
発
刊

笑
顔
で
卒
業
！

（
鰍
沢
中
学
校
卒
業
式
・
３
月
1
3
日
）



　
平
成
23
年
3
月
11
日
、
午
後
2
時
46
分
。
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
災

害
が
東
日
本
を
襲
っ
た
。
あ
れ
か
ら
1
年
。
被
災
地
の
復
興
に
向
け
て
、
本

町
で
も
数
々
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
依
然
、
余
震
が
続
く
な
か
、
本

町
の
近
く
で
も
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
30
年
の
間
に
88
％
の
確
率
で
「
東
海
地
震
」
が
、
4
年
以
内
70
％
の

確
率
で
「
首
都
直
下
型
地
震
」
が
発
生
す
る
と
い
わ
れ
、
富
士
川
町
で
も
大

き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
突
然
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？　
防
災
の
重

要
性
は
誰
も
が
知
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
実
際
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
は
意

外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
未
曽
有
の
大
震
災
か
ら
1
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

①　
ま
ず
わ
が
身
を
守
る

②　
す
ば
や
く
火
の
始
末

③　
あ
わ
て
ず
冷
静
な
行
動
を

④　
正
し
い
情
報
を
つ
か
み
、
デ
マ
に
気
を
つ
け
る

⑤　
避
難
は
徒
歩
で
、
持
ち
物
は
最
小
限
に

⑥　
狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
な
ど
、
危
険
な
場
所
に
近
寄
ら
な
い

⑦　
が
け
く
ず
れ
、
低
地
の
浸
水
、
そ
し
て
海
で
は
津
波
に
注
意
す
る

⑧　
自
動
車
は
、
左
に
寄
せ
て
停
車
す
る

⑨　
秩
序
を
守
り
衛
生
に
注
意

⑩　
と
な
り
近
所
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
に
よ
る
助
け
合
い

写真は宮城県南三陸町付近

あの 3・11 から 1年
震
災
の
恐
怖
を
忘
れ
ず
、
今
後
に
い
か
す
た
め
に
…

震
災
の
恐
怖
を
忘
れ
ず
、
今
後
に
い
か
す
た
め
に
…

防

災

特

集

地
震
時
の
心
得
⑩
カ
条
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地震から身を守る !!
最初の大きな揺れは約 1分

自宅でグラッときたら
①自分の身を守る
　頭を保護し、丈夫なテーブルや机の下へ
　揺れが落ち着くまで屋外にでない
②揺れが落ち着いたら火の始末
③ドアや窓を開けて通路を確保

地震発生後 1～ 2分
④火災が発生したら落ち着いて初期消火
⑤家族の安全を確認
⑥靴を履き（サンダルなどは不可）、
非常用持ち出し袋を用意

地震発生後 3分
⑦隣近所の安全を確認
　けが人や行方不明者、火が出てい
ないか、声をかけ合う

地震発生後 5分
⑧ラジオなどで正しい情報をつかむ
⑨電気のブレーカーを切る
　火災などの二次災害を防ぐ
⑩家屋倒壊などの危険があれば避難する

避難開始

避難所へ
避難地と同じ役割ですが、広場ではなく屋根のある
施設で、住居場所を確保できなくなった人々を収容
する施設

避難地へ
集合した人々の安全が確保できるスペースを有し、
避難誘導、情報伝達が行える公園、小中学校などの
グラウンドや緑地

《
あ
る
日
、
突
然　
地
震
発
生
》

　
さ
て
、
あ
な
た
は
、
ど
う
し
ま
す

か
？　
揺
れ
と
同
時
に
家
の
外
へ
飛

び
出
す
方
も
い
る
の
で
は
…
。

　
自
分
の
家
は
、
職
場
は
大
丈
夫
で

も
、
近
所
の
ど
こ
か
で
、
家
が
つ
ぶ

れ
て
下
敷
き
に
な
っ
た
り
、
け
が
を

し
て
逃
げ
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
人

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
火
が
で

れ
ば
、
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
る
ば
か

り
で
な
く
、
自
分
の
家
に
も
燃
え
移

り
大
災
害
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

未
知
の
災
害
に
備
え
て
、
ま
ず
、

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
お
年
寄
り
の
た
め

に
、
自
分
の
た
め
に
、
私
た
ち
の
ま

ち
の
た
め
に
、
ま
ず
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

非
常
用
持
ち
出
し
袋
と

備
蓄
品
の
準
備
を

　
地
震
は
も
ち
ろ
ん
、
風
水
害
な
ど

の
自
然
災
害
が
発
生
す
る
と
、
被
害

の
大
小
と
は
別
に
、
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
被
害

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
便
利
な
生

活
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
マ
ヒ
状
態
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
慌
て
な
い
た
め

に
、
す
ぐ
に
持
ち
出
す
「
非
常
用
持

ち
出
し
袋
」
と
災
害
発
生
か
ら
数
日

間
を
支
え
る
「
非
常
用
備
蓄
品
」
を

再
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

◆
非
常
用
持
ち
出
し
品

　
持
ち
歩
く
こ
と
を
考
え
て
用
意
し

ま
し
ょ
う
。
重
さ
の
目
安
は
、
男
性

15
㎏
、
女
性
10
㎏
で
す
。
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
場
所
に
用
意
し
ま
し
ょ

う
。

●
飲
料
水
、
非
常
食

●
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯

●
救
急
衣
料
品
、
常
備
薬

● 

貴
重
品
（
通
帳
、
印
鑑
、
現
金
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

●
ラ
イ
タ
ー
、
軍
手
な
ど

◆
非
常
用
備
蓄
品

　
支
援
物
資
が
届
く
ま
で
の
数
日
間

を
自
足
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
最

低
で
も
3
日
分
、
で
き
れ
ば
5
日
分

を
何
ヵ
所
か
に
分
け
て
保
管
し
て
お

く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

●
水
（
く
み
置
き
な
ど
）

● 

食
品
（
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
あ
め
な
ど
）

● 

燃
料
（
卓
上
コ
ン
ロ
、固
形
燃
料
、

予
備
ボ
ン
ベ
な
ど
）

●
寝
具
、
簡
易
食
器

※
飲
料
水
と
は
別
に
物
を
洗
っ
た

り
、
ト
イ
レ
を
流
し
た
り
す
る
た
め

の
水
も
必
要
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
水

を
入
れ
た
ポ
リ
タ
ン
ク
や
お
風
呂
の

水
を
は
っ
て
お
く
な
ど
の
備
え
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

集合地（一時避難地）へ
一時的に集合し、集合した人々の安全が確認できる
空き地、小公園、公民館などの広場

地
震
だ
！

そ
の
と
き
、
あ
な
た
は

食料は最低 3日分
の準備をしようね
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地
震
の
起
こ
っ
た
場
所（
震
源
地
）

か
ら
出
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
の

こ
と
を
い
い
、M
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

一
般
的
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
以

降
M
）
が
大
き
く
て
も
、
震
源
が
遠

い
場
合
や
深
い
場
合
は
震
度
が
小
さ

く
な
り
ま
す
。
逆
に
、
M
が
小
さ
く

て
も
、
震
源
が
近
い
場
合
や
浅
い
場

合
に
は
、震
度
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

M
は
、
1
増
え
る
と
地
震
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
32
倍
に
な
り
ま
す
。
M
6
の

地
震
は
M
5
の
地
震
の
32
倍
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
目
安
と
し
て
は
、
M
が
7

を
越
え
た
ら
大
地
震
、
8
を
越
え
た

ら
巨
大
地
震
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
は
、
M
9
・
0
と
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
地
震
が
い
か
に
巨
大
地

震
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
解
り
ま

す
。

　
地
震
の
震
度
は
、
地
震
に
よ
る
揺
れ
の
強
さ
を
表
す
指
標
で
、
防
災
対
応
の
基
準
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
象
庁
が
発
表
す
る
震
度
は
、
地
震
の
揺
れ
の
強
さ
を
震
度
計
で
観
測
し
た
も
の
で
す
。

　
左
に
は
、
震
度
ご
と
に
揺
れ
の
状
況
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

資料出典：国土交通省気象庁

震
度
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
違
い
は
？

　
地
震
の
情
報
が
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
放
送
さ
れ
る
と
き
に
、
必
ず
震

度
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
震
度
は
、
地
震
に
よ
る
揺

れ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
は
…

地区ごとの
災害対応マニュアルを

編集しています
　東日本大震災で浮き彫りに
なった「発災後3日間の初動
体制」が最重要課題となったこ
とから、区ごとに地区の特性に
あった「災害対応マニュアル」
を作成しています。
　このマニュアルには、各自が
とるべき行動や地区内における
役割など、初期の対応が細部に
わたり書かれています。
　配布方法、完成時期などは、
各区ごとで違いますが、概ね平
成24年3月末には完成します
ので、このマニュアルを基本に
行動して、災害から身を守りま
しょう。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
っ
て

地
震
の
揺
れ
方
と
震
度
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
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富士川町大法師さくら祭り
　日本さくら名所100選の地「大法師公園」を舞台に、今年も盛大に祭典が行われます！

★祭り期間　　3月31日（土）～4月8日（日）午前8時30分～午後9時
　　　　　　　　期間中は、桜のライトアップを実施します。午後6時～午後10時

★催し物日程
催　　　し　　　物 月　日 曜日 時　　間 場　　　所 備　考

ぴっかり高木といしいそうたろうお笑いショー及び祭りガイド
3月31日 土

 9：00－18：00 大法師公園内
甲州戦記サクライザーショー 13：00－14：00 大法師公園内ステージ 雨天中止
弓道大会　一般の部

4月 1日 日

 9：30－16：00 大法師公園弓道場

マジック歌謡ショー 11：00－12：00
13：00－14：00 大法師公園内ステージ 雨天延期 5日㈭

よさこい踊り　【甲州YOSAKOI凛舞増穂】 12：00－12：30 大法師公園内ステージ 雨天中止
ヒップホップダンス　【LKD DANCE STUDIO】 14：30－15：00 大法師公園内ステージ 雨天中止
弓道大会　高校の部 4月 3日 火  9：30－16：00 大法師公園弓道場
親善ゲートール大会　【体育協会ゲートール部】

4月 4日 水
 9：30－16：00 富士川ふれあいスポーツ広場 雨天中止

歌会　【鰍沢あざみ短歌会】 11：00－16：00 鰍沢福祉センター
カラオケ大会 4月 5日 木 14：00－15：00 大法師公園内ステージ 雨天中止
鰍沢ばやし　【鰍沢ばやし保存会】

4月 7日 土

10：00－10：30 大法師公園内ステージ 雨天中止

原愛佳歌謡ショー＆ものまね歌謡ショー 11：00－12：00
14：00－15：00 大法師公園内ステージ 雨天延期 8日㈰

よさこいソーラン　【よさこい鰍沢連】 12：00－12：30 大法師公園内ステージ 雨天延期 8日㈰
ヴァンフォーレ甲府　富士川町サンクスデーPR 13：30－14：00 大法師公園内ステージ 雨天中止
まほらの郷鷹座巣小林八幡太鼓

4月 8日 日

10：15－10：45 大法師公園内ステージ 雨天中止
桜に舞う舞踊部　【町文化協会舞踊部】 12：45－13：15 大法師公園内 雨天中止
フロッグ大会 13：30－16：00 大法師公園内特設テント
合唱　【ますほジュニアクワイア】 13：30－14：00 大法師公園内ステージ 雨天中止
竹久夢二企画展　【富士川町百合子会】 3月31日～ 4月 8日 10：00－16：00 大法師公園内センターハウス
川柳の掲示　【富士川クラブ】 3月31日～ 4月 8日 期間中 大法師公園内

★期間中の土曜日・日曜日は臨時駐車場を開設します。（開花状況により、開設を見送る場合があります）

◆問い合わせ先
　商工観光課　観光振興担当
　☎22－7202
　大法師さくら祭り実行委員会
　☎22－6090（祭り期間中のみ）

期間中の土曜日・日曜日は、会場内駐車場
が満車になり次第、臨時駐車場への誘導を
行います。
【臨時駐車場整理料金】　普通車 500 円
■ 各臨時駐車場より、会場行き送迎車をご
利用ください。（無料）

■ 会場まで徒歩で行かれる方は、「さくら
ウォーク」にご参加ください。参加者に
は、オリジナルキティグッズなど記念品
をプレゼント！（事前申込不要）

※ 臨時駐車場の開設を見送った場合、さく
らウォークは実施しません。
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◆
地
方
自
治
功
労

　

長
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員
、

鰍
沢
町
長
と
し
て
町
政
の
発
展
に
貢

献
し
た
。
特
に
、
過
疎
地
域
の
活
性

化
や
産
業
の
振
興
に
尽
力
す
る
と
と

も
に
、
教
育
・
文
化
の
向
上
や
安
心

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
む
な
ど
地
方
自
治
の
発
展
に
尽

力
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
の
必

要
性
を
強
く
唱
え
、
富
士
川
町
を
誕

生
さ
せ
、
新
町
長
が
就
任
す
る
ま
で

の
間
、
富
士
川
町
長
職
務
執
行
者
に

就
任
し
、
新
町
の
基
礎
固
め
の
た
め

に
尽
力
し
た
。

◆
建
設
事
業
功
労

　
長
年
に
わ
た
り
、
建
設
業
に
従
事

す
る
と
と
も
に
、
県
建
設
業
協
会
副

会
長
を
歴
任
し
、
県
内
建
設
業
界
の

発
展
に
貢
献
し
た
。
特
に
、
施
工
方

法
の
改
善
や
経
営
の
近
代
化
に
取
り

組
み
、
建
設
業
界
を
代
表
す
る
企
業

と
し
て
の
評
価
を
確
実
な
も
の
に
し

た
。
県
建
設
業
協
会
副
会
長
に
就
任

し
て
か
ら
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応

で
き
る
企
業
づ
く
り
と
建
設
業
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
向
上
に
寄
与
し
た
。

◆
地
方
自
治
功
労

　
長
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員
と

し
て
町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
特

に
、
鰍
沢
本
町
地
区
の
公
共
下
水
道

整
備
と
普
及
促
進
に
力
を
注
ぐ
と

と
も
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
建
設
や
宅
地
分
譲
事
業
な
ど
、
住

民
の
生
活
基
盤
整
備
の
向
上
と
高
齢

化
・
過
疎
化
対
策
に
大
き
く
貢
献
し

た
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
の
必
要
性

を
早
く
か
ら
認
識
し
、
増
穂
町
と
の

合
併
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

◆
産
業
功
労

　
長
年
に
わ
た
り
、
菓
子
製
造
業
に

従
事
す
る
と
と
も
に
県
菓
子
工
業
組

合
等
の
要
職
に
あ
っ
て
、
業
界
の
発

展
に
寄
与
し
た
。
特
に
業
界
全
体
の

技
術
力
ア
ッ
プ
や
人
材
育
成
、
全
国

菓
子
博
覧
会
へ
の
出
品
等
に
意
欲
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
の
農

産
物
や
文
化
を
反
映
さ
せ
た
新
製
品

の
開
発
を
は
じ
め
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
に
大
き
く
貢
献
す
る
な
ど
業
界

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
本
県
産
業
経

済
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

　
富
士
川
町
制
施
行
2
周
年
を
記
念

し
て
、
3
月
8
日
、
役
場
本
庁
舎
会

議
室
に
お
い
て
、「
町
制
施
行
2
周

年
功
労
者
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
・
か
っ
こ
内
は

役
職
名
お
よ
び
地
区
名
）

【
社
会
福
祉
】
井
上
信
太
郎
（
元
町

社
会
福
祉
協
議
会
長
・
最
勝
寺
）
深

澤
昭
三
（
元
町
介
護
保
険
運
営
協
議

委
員
長
・
𣇃
米
）

【
学
校
保
健
】
島
田
和
哉
（
校
医
・

南
ア
ル
プ
ス
市
）

【
教
育
文
化
】
長
澤　

徹
（
元
町
ユ

ネ
ス
コ
協
会
長
・
天
神
中
条
）

【
地
域
防
犯
】
川
住　

貢
（
元
町
ふ

れ
あ
い
1
1
0
番
の
家
連
絡
会
長
・

大
椚
）

【
地
方
自
治
（
元
町
職
員
）】
井
上　

明
（
大
椚
）
望
月
博
文
（
最
勝
寺
）

深
沢
和
利（
小
林
）田
辺
邦
明（
小
林
）

　
平
成
23
年
度
の
事
務
事
業
評
価
の

う
ち
、
補
助
金
に
つ
い
て
、
住
民
評

価
委
員
会
（
井
上
照
朗
委
員
長
）
か

ら
、
町
長
あ
て
に
報
告
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
対
象
と
な
っ
た
28
項
目
は
次
の
と

お
り
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

「
縮
小
す
べ
き
も
の
」 

11
項
目

「
縮
小
し
、
い
ず
れ
廃
止
」 

2
項
目

「
廃
止
す
べ
き
も
の
」 

5
項
目

「
継
続
と
す
る
も
の
」 

10
項
目

　

町
で
は
、
こ
の
報
告
を
受
け
て
、

平
成
25
年
度
の
予
算
に
反
映
さ
せ

て
、
補
助
金
制
度
改
革
に
つ
な
げ
る

予
定
で
す
。

※ 

評
価
結
果
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
叙
勲
・
褒
賞
受
章
者
紹
介

県
政
功
績

黄
綬
褒
章

▶
受
賞
者
の
み
な
さ
ん

▶
井
上
委
員
長
と
深
澤
副
委
員
長
か
ら
報

告
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

町
政
功
労
者
表
彰

町
独
自
の
事
務
事
業
評
価

補
助
金
見
直
し
評
価
実
施

旭
日
小
綬
章

旭
日
小
綬
章

志村　武彦氏
（本町 5）

県
政
功
績

黄
綬
褒
章

井上　和夫氏
（小室）

新津　　要氏
（本町 2）

石川　洋司氏
（本町 5）
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4
月
か
ら
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。
仕
事
と

仕
事
以
外
の
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
て
い
ま
す
か
。
ち
ょ
っ
と
、
一
日

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
山
梨
県
民
意
識
・
実
態
調
査
か
ら

　
現
況
調
査
に
よ
る
と
、
県
民
の
現

在
の
状
況
は
、
男
性
の
12
・
8
％
が

「
仕
事
に
専
念
し
て
い
る
」
と
回
答

し
、「
家
庭
生
活
ま
た
は
地
域
・
個

人
の
生
活
に
も
携
わ
る
が
、
あ
く
ま

で
仕
事
を
優
先
さ
せ
る
」
と
回
答
し

た
人
は
42
・
9
％
で
し
た
。
女
性
で

は
「
両
立
さ
せ
る
」
と
回
答
し
た
人

が
最
も
多
く
29
・
6
％
で
し
た
。

　
し
か
し
、
望
ま
し
い
あ
り
方
と
し

て
は
、男
性
も「
仕
事
に
専
念
す
る
」

は
4
・
4
％
と
少
な
く
、「
両
立
さ

せ
る
」
の
ポ
イ
ン
ト
が
男
女
と
も
前

回
調
査
よ
り
高
く
、
40
％
を
超
え
て

い
ま
す
。
現
実
と
理
想
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
感
じ
ま
す
。

　
職
場
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
は
？

　
と
こ
ろ
で
、
職
場
に
は
様
々
な
タ

イ
プ
の
社
員
が
い
ま
す
が
、
そ
の
社

員
を
4
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
た
方
の

お
話
を
し
ま
す
。
ま
ず
『
イ
キ
イ
キ

社
員
』
時
間
の
制
約
が
あ
る
中
で
、

集
中
し
て
業
務
に
取
り
組
む
タ
イ

プ
。
仕
事
も
生
活
も
重
視
し
、
時
間

あ
た
り
の
生
産
性
が
高
い
と
の
こ
と

で
す
。
こ
れ
に
対
し
、『
ダ
ラ
ダ
ラ

社
員
』
仕
事
に
身
が
入
ら
ず
、
か
と

い
っ
て
私
生
活
に
気
を
配
っ
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
人
。『
ヌ
ク
ヌ
ク
社

員
』
仕
事
は
そ
こ
そ
こ
で
、
生
活
を

重
ん
じ
る
社
員
。
人
気
の
映
画
「
釣

り
バ
カ
日
誌
」
の
ハ
マ
ち
ゃ
ん
の

よ
う
な
タ
イ
プ
。『
バ
リ
バ
リ
社
員
』

生
活
軽
視
、
仕
事
重
視
。
家
庭
そ
っ

ち
の
け
で
仕
事
に
打
ち
込
む
企
業
戦

士
。
し
か
し
、
こ
の
タ
イ
プ
は
、
日

中
は
ダ
ラ
ダ
ラ
働
く
『
偽
装
バ
リ
バ

リ
』
と
、
優
秀
で
精
神
的
ス
ト
レ
ス

が
大
き
く
、
肉
体
的
に
も
ハ
ー
ド
な

『
過
労
バ
リ
バ
リ
』
タ
イ
プ
に
分
け

ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
企
業
は
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
、
一
つ
の
方
策
と
し

て
残
業
時
間
を
削
減
す
る
業
務
改
善

策
を
と
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

結
果
、
残
業
に
よ
る
コ
ス
ト
が
節
減

で
き
、
そ
の
分
を
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て

上
乗
せ
。
労
働
時
間
も
減
り
、
家
庭

生
活
や
地
域
・
個
人
の
生
活
の
時
間

も
と
れ
、『
イ
キ
イ
キ
社
員
』が
増
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
男
性
も
女
性
も
仕
事
と
生
活
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
、
よ
り
よ
い
人
生
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

　
タ
ウ
ン
セ
ー
ル
ス
ブ
ッ
ク
は
、
全

32
ペ
ー
ジ
で
構
成
し
、
胸
ポ
ケ
ッ

ト
な
ど
で
持
ち
運
び
が
で
き
る
「
ポ

ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
裏
表
紙
に
は
自
分
の
名

刺
が
挟
み
込
め
る
形
式
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
町
で
は
、
3
、0
0
0
部
作
成
し
、

P
R
活
動
に
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
初
の
試
み
と
な
る
「
電
子
ブ
ッ

ク
」
を
採
用
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
全
編
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。iPone, iPad, Android

か
ら

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.tow

n.fujikaw
a.

yam
anashi.jp/book/index.htm

l

　
富
士
川
町
の
P
R
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
役
場
本
庁
舎
企
画
課
で
お

渡
し
で
き
ま
す
が
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。）

　

冊
子
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
P
R
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課
広
聴
広
報
担
当

　
☎
22
│
7
2
1
6

　

タ
ウ
ン
セ
ー
ル
ス
ブ
ッ
ク
は
、
従
来
の
町
勢
要
覧
と
違
い
、

町
長
を
は
じ
め
と
す
る
町
全
体
が
「
富
士
川
町
タ
ウ
ン
セ
ー

ル
ス
マ
ン
」
と
し
て
、
富
士
川
町
の
P
R
活
動
を
行
う
た
め

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
式
で
作
成
す

る
の
は
、
山
梨
県
内
で
初
と
な
り
ま
す
。

仕事と生活の
バランスを！

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

富士川町制施行 2周年を記念して

富士川町タウンセールスブックを発刊！
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富
士
川
町
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
で

は
、
ホ
ー
ル
自
主
公
演
を
は
じ
め
、

共
催
事
業
や
貸
館
事
業
を
年
間
を
通

じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
通
信
で
は
、

自
主
事
業
を
中
心
に
ホ
ー
ル
や
ロ

ビ
ー
、
庭
園
で
行
わ
れ
る
事
業
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
事
業
以
外
で
も
お
得

な
情
報
を
、（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
で
）
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
届
け

し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

友
の
会
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間　
4
月
か
ら
随
時
。（
年

度
途
中
の
加
入
も
で
き
ま
す
）

◇
会
員
期
間　
平
成
24
年
4
月
か
ら

平
成
25
年
3
月
ま
で
。

◇
年
会
費　
本
人
が
2
、0
0
0
円

家
族
会
員
1
名
に
つ
き
5
0
0
円

（
年
度
途
中
の
加
入
も
同
額
で
す
）

◇
会
員
特
典

① 

当
ホ
ー
ル
指
定
の
公
演
チ
ケ
ッ
ト

を
優
先
販
売
で
き
ま
す
。

② 
当
ホ
ー
ル
指
定
の
公
演
チ
ケ
ッ
ト

の
割
引（
お
一
人
様
に
つ
き
1
枚
）

③ 

最
新
の
公
演
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
文
化
ホ
ー
ル
自
主

公
演
事
業
に
お
手
伝
い
い
た
だ
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
個
人
・
団

体
）
を
募
集
し
ま
す
。
芸
術
文
化
及

び
ス
テ
ー
ジ
運
営
に
興
味
の
あ
る
方

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
内
容　
自
主
公
演
の
受
付
、案
内
、

接
客
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
舞
台
補
助
、

チ
ラ
シ
折
込
み
な
ど
の
事
務
補
助
な

ど
。

◇
条
件　
富
士
川
町
及
び
周
辺
市
町

に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
方
。
経
験

不
問
。

◇
期
間　
平
成
25
年
3
月
ま
で
。

◇
謝
礼　
無
償
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
業
務
時
間
な
ど
の
状
況
に

よ
り
実
費
程
度
を
支
給
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
文
化
ホ
ー
ル
の

負
担
で
安
全
保
険
に
加
入
い
た
し
ま

す
。

◇
応
募
方
法　
ホ
ー
ル
窓
口
で
受
付

け
ま
す
。

　

5
月
19
日
（
土
）、
文
化
ホ
ー

ル
庭
園
で
開
催
す
る
春
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。

◇
出
店
内
容　
手
づ
く
り
の
ク
ラ
フ

ト
作
品
、
軽
飲
食
、
農
林
産
物
・
特

産
物
な
ど
。

◇
販
売
方
法　
庭
園
内（
芝
生
な
ど
）

で
の
展
示
販
売
と
な
り
ま
す
。

◇
出
店
料　
1
、0
0
0
円
（
1
区

画
3
m
×
3
m
で
50
区
画
ま
で
）

◇
募
集
対
象　
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、

プ
ロ
、
ア
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
露
店
商
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

◇
そ
の
他

・
食
品
に
関
す
る
販
売
に
つ
い
て
は

必
ず
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
販
売
に
必
要
な
機
材
、
テ
ン
ト
・

机
、
電
気
、
水
道
の
用
意
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
出
店
者
に
お
い
て
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

・
主
催
者
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合

は
、
出
店
を
取
り
や
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
出
店
申
込
締
め
切
り

① 

食
品
に
関
す
る
出
店
は
4
月
21
日

（
土
）
ま
で

② 

そ
の
他
の
出
店
は
5
月
10
日（
木
）

ま
で

に
出
店
申
込
書
を
文
化
ホ
ー
ル
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
書
は
い
ず
れ
の
募
集
も
文
化

ホ
ー
ル
窓
口
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
細
は
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

第2回能楽入門講座
「花のみちしるべ」

日　時 4月15日（日）午後2時～
場　所 ますほ文化ホール
講　師 観世流能楽師
 　佐久間二郎氏
受講料 1,000円（当日のみ）
内　容  能の演技、能の構造、能の音

楽の3つのみちしるべを、現
役の能楽師が実演を交え、楽
しく「能」の世界を紹介しま
す。

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811　FAX22－8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

▶
入
場
口
で
業
務
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ

▶
昨
年
10
月
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
様

子

友
の
会
会
員
に
な
っ
て

会
員
特
典
を
受
け
よ
う
！

文
化
ホ
ー
ル
で
活
躍
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
庭
園
で
行
う

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集
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平成24年度も全額助成します。
ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種
　ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種は、平成24
年度（平成24年 4月 1日から平成25年 3月 31
日まで）も全額公費負担で受けることができます。
対象は、生後2ヶ月～5歳未満（5歳の誕生日の
前々日）までのお子さんです。
　接種を受ける時は、子育て支援課で発行した予診
票・母子健康手帳・健康保険証等（本人確認できる
もの）を医療機関にご持参ください。
　また、すでに発行済みの予診票をお持ちの方につ
いては、平成24年度5歳未満対象者（5歳の誕生
日の前々日まで）であれば、有効期間が「平成24
年3月31日まで」と記載のある予診票についても、
平成25年3月31日まで使用できます。

平成24年度ポリオ予防接種日程
　平成24年度は次の日程でポリオ予防接種を実施
いたします。生後3～90か月（7歳6か月）未満
で、2回接種が完了していないお子さんは、体調の
良い時にお越しください。
・ 5月  9日（水）保健福祉支援センター
・ 5月21日（月）鰍沢福祉センター
・ 5月23日（水）保健福祉支援センター

・11月12日（月）鰍沢福祉センター
・11月28日（水）保健福祉支援センター
◆問い合わせはいずれも
　子育て支援課母子保健担当　☎22－7221

住民票・所得証明書などの
電話予約サービス・宅配サービス
　平日、都合が悪く役場にお越しになれない場合は、
町が行っている「電話予約・宅配サービス」をご利
用ください。
●交付できる証明書
　 住民票の写し・印鑑証明書、所得証明書・納税証
明書・課税証明書・固定資産評価証明書
●電話で予約できる方
　本人または同一世帯の方
●予約受付時間
　平日（土・日・祝祭日・年末年始を除く）
　午前8時30分～午後5時15分
　※ 「宅配サービス」は午後3時～午後5時15分の

予約受付分は、翌開庁日以降の配達となります。
◆予約・問い合わせ先
　・住民票、印鑑証明書
　　　町民生活課戸籍担当　☎22－7208
　・所得証明書など税関係証明書
　　　税務課　☎22－7205

子宮頸がん予防ワクチン接種について
　町では子宮頸がんワクチン予防接種の費用を助成し
ています。
①　子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業
・町内在住の中学1年生から高校1年生に相当する
年齢の女子
・町内在住の高校2年生に相当する年齢の女子のう
ち、平成23年度中に接種を開始している者
　　　助成額　15,000円
②　子宮頸がん予防ワクチン接種費用助成
・町内に1年以上在住の高校2年生の年齢以上（平
成8年4月1日以前生まれ）に相当する年齢の女性
　　　助成額　7,500円
　いずれも福祉保健課に申請後、助成券にて接種して
いただきます。②については富士川町ホームページか
ら申請書をダウンロードすることができます。
※ 24年度の助成対象期間は平成25年3月31日ま
でです。助成を希望される方は早めの申請をお願
いします。

『平成24年度総合健康診査』の申し込みのお知らせ
　平成24年度の総合健康診査の申し込みが始まりま
す。平成24年度の健診は昨年よりも健診時期が早く
なるため、4月に入ってすぐに、お手元に青色の封筒
に入った『総合健康診査申込書』が届きます。
　申込書の提出期限は平成24年4月13日（金）
までになります。
　同封の返信用封筒にて、忘れずにお申し込み下さい。
がん検診は対象年齢であれば、加入保険に関係なく申
し込むことができます。特定健診・がん検診を申し込
まない方も、必ず福祉保健課へご返送ください。
　お手元に『総合健康診査申込書』が届かない方は、
早めに福祉保健課までお問合せください。
※ 国民健康保険に加入している方は、町の特定健診を
忘れずに受けてください。
◆問い合わせ先
　福祉保健課健康増進担当　☎22－7207

住民票・印鑑登録証明書の
コンビニ交付がはじまります
4 月 1日から全国のセブンイレブンで可能に

　発行時間は午前6時30分～午後11時。休日、祝
祭日を問わず取得できます。（12/29～1/3は除く）
手数料もコンビニ交付を利用すると窓口より安く200
円となっています。
　大変便利なコンビニ交付サービスをご利用くださ
い。（このサービス利用には、住民基本台帳カードが
必要となります。）詳しくは、広報2月号をご覧くだ
さい。
◆問い合わせ先
　町民生活課戸籍担当　☎22－7208
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◇どんなお仕事をしていますか？
　社会福祉法人　共立福祉会　さくらんぼ保育園で働
いています。元気いっぱいの子どもたちと体をたくさ
ん動かして遊んだり、喜怒哀楽を共にしながら、毎日
楽しく過ごしています。大変なこともありますが、子
どもたちやまわりの先生方に元気をもらいながら、と
てもやりがいのある仕事をさせてもらっています。
◇富士川町をどう思いますか？
　周囲とつながりがある、とても温かい町だと思いま
す。
◇富士川町に期待することは？
　さらに住みやすい町になるために、病院や広い公園、
遊び場など、様々な施設が充実することを期待してい
ます。
◇ご趣味、好きなスポーツは？
　好きなスポーツは中学・高校時代からしていた陸上
です。また、野球観戦も大好きです。
　趣味は旅行や買い物、食べ歩きです。
◇将来の夢は？
　笑顔いっぱいの楽しく明るい家庭を築くことです !!

井上　真実さん
［23歳・青柳町］

井上　雅
み

月
づき

ちゃん
6歳

（小室）
　お家に飾ってある「おひなさま」
を思いだしながら作りました。
　着物がきれいでしょ。

　「若いお母さんに針仕事に興味を持ってもらい、手づ
くりの良さを知ってもらいたいですね。家族が着てい
た古着が、赤ちゃんの前掛けに変身するんですよ。」と
元気に話す金丸さんは、かじかざわ児童センターで開
催した「赤ちゃん用前掛けづくり教室」の講師として、
針仕事の楽しさを教えました。
　金丸さんは、「母が和裁を生業にしていたので、針仕
事に興味がありました。子どもが産まれ、よだれが良
く出る子だったので、前掛けがいつもビッチョ。古着
があったので、その古着を切って前掛けをつくりまし
た。長年、前掛けづくりはしていませんでしたが、ひ
孫が産まれ、ひ孫もよだれが良くでる子なので、その
頃を思い出して作ってあげたところ、知り合いから若
いお母さんに教えてあげて欲しいと頼まれました。そ
こで、世界に一つしかない前掛けで、親子の絆を深め
たいと引き受けました。前掛けは、水を吸いやすい綿
の古着を用意して、型紙はありますが、そのほかは決
まりが無いので、自分で工夫して仕上げます。ミシン
を使うのではなく、手縫いで仕上げます。一針一針に
味があっていいんですよ。教えていてビックリしたの
は、針仕事ができない若いお母さんが多いこと。これ
を機会に針仕事に興味を持ってもらい、手作りの良さ
を知ってほしいです。手作りの温かさ、工夫して色々
なものを仕上げる達成感を味わって欲しいですね。自
分が楽しむことで、楽しい子育てができると思います。
裾あげ、ボタン付けをしてあげられる様になるかな？」
と笑顔で話されました。
　金丸さんは、前掛けづくり以外にも、古着を使って
布草履の制作、朗読など忙しい日々をおくっています。
特に朗読発表として行う「朗読カフェ」は、4月23日
午後8時から、殿原カントリークラブハウスで27回
目の公演が行われます。朗読でゆったりした時間を過
ごしてみてはいかがですか？

手作りの温かさで子育てを！
金丸　芳子さん（青柳町）
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■場　所 富士川町民会館1階
■開館日 火曜日～日曜日（月、祝祭日休み）
■時　間 午前9時～12時・午後1時～5時
■本を借りるとき
　利用カードを発行します。
　本と一緒にカードを提示し
てください。
■本を返すとき
　本を図書館受付カウンター
に返却してください。
※ 休館日・夜間は、ブックポスト（返却箱）を
ご利用ください。
■貸出冊数 一人10冊まで借りられます。
■貸出期間 2週間まで借りられます。
■利 用 料 無料

◆問い合わせ先
　富士川町民会館　☎22－7212

【
短　

歌
】

い
の
こ
ず
ち
払
い
て
急
ぐ
父
祖
の
墓
小
さ
き
石
碑
十
基
に
菊
を

 

斉
藤　

文
乃

ひ
と
こ
ろ
は
瓦
の
隙
間
に
巣
作
り
せ
し
雀
の
声
を
聞
か
ず
な
り
た
り

 

堀
之
内
と
し
子

獣
ら
の
被
害
気
に
し
つ
つ
娘
と
植
う
る
玉
ネ
ギ
百
本
紫
三
十

 

望
月
み
よ
乃

大
小
の
筆
さ
が
り
を
り
お
習
字
に
通
ひ
し
日
々
の
は
る
か
と
な
り
ぬ

 

望
月
さ
か
ゑ

【
俳　

句
】

回
線
ま
で
屈
み
し
保
母
や
山
笑
ふ 

神
田　

初
枝

冠
も
失
せ
て
清
し
や
古
雛 

矢
崎　

節
子

啓
蟄
の
一
日
雨
の
降
り
や
ま
ず 

志
村　
　

保

【
川　

柳
】

老
い
て
ま
だ
神
に
願
い
の
鈴
を
振
る 

樋
口
す
み
江

胸
の
傷
母
が
見
抜
い
て
傘
と
な
り 

望
月　

双
葉

豊
か
さ
の
中
で
人
情
置
き
忘
れ 

斉
藤　

道
子

【バドミントン】
甲府ロータリークラブバドミントン大会（2月11日・甲
府市総合市民会館）
・小学5年男子の部
　第1位　斎藤　司（増穂小）
　第3位　保坂匠海（増穂小）、深澤拓真（増穂小）
・小学5年女子の部
　第3位　野田遥加（増穂小）
・小学3年男子の部
　第3位　名取咲永（増穂小）

▲ 2月 26 日、かじまるスポーツクラ
ブ主催による「第 2 回富士川ウォー
キング」が開催され、参加者は冬の富
士川町を楽しみました。

▲ 3 月 11 日、「第 1 回町スポー
ツレクリエーション祭」が開催
されました。会場では、東日本
大震災復興支援募金も行われ、
集まった 57,448 円の義援金は宮
城県気仙沼市に贈られました。

▲ 3月 11 日、町民会館において、「伝統文化子ども教室 
茶道教室・おことくらぶ合同発表会」が開催されました。

町民図書館利用案内
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富士川町では、「和太鼓の祭典」「山車巡行祭り」の開催が決定！

和太鼓の祭典
～未来へ　響きつながれ　甲斐富士川の鼓動～
●開催日 平成25年1月19日㈯、20日㈰
●会　場 ますほ文化ホール
●内　容 全国の和太鼓団体による太鼓の競演。
 参加者が自由に参加できる太鼓体験など

山車巡行祭り
●開催日 平成25年4月21日㈰
●会　場 町内旧国道52号
●内　容  町指定有形文化財である4台の山車が鰍沢

囃子の音色とともに巡行。

　平成 25 年 1 月 12 日～平成 25 年 11 月 10 日に山梨県内の市町村を会場に、文化の祭典「第
28回国民文化祭・やまなし 2013」が開催されます。
　最近では、TVCMやプレイベントなどが行われ、ご存知の方も多いかも知れません。富士川町
においても、文化の祭典イベントが開催されます。
　今回は、「国民文化祭って？」「富士川町で行われるイベントは？」。そんな国民文化祭について
紹介します。
　この機会に国民文化祭のことを知っていただき、町全体で来るべき国民文化祭を盛りあげていき
ましょう！

国民文化祭（国文祭）のこと！
　国民文化祭（国文祭）って聞いたことがあります
か？　この言葉を初めて聞いた方も多いのではない
でしょうか。
　国文祭は、アマチュアを中心とした国民一般の各
種文化活動の日ごろの成果を全国規模で発表し、競
演し、交流する機会を提供する日本最大の文化の祭
典です。一口で言うと「文化の国体」といっても過
言ではありません。
　国文祭は、昭和61年に東京都で第1回大会が開
催されたのを皮切りに、各都道府県が持ち回りで開
催されています。
　これまでの国文祭開催期間は、文化の日前後の約
10日間でした。第28回の山梨開催は、県外の方に
山梨の歴史文化や四季折々の豊かな自然環境に触れ
ていただくため、全国初の通年開催として、11ヵ月
にわたり開催します。
　山梨県全市町村でイベントが行われますので、参
加してみてください。

富士川町で行うイベント

富士川町では、「和太鼓の祭典」「山車巡行祭り」の開催が決定！

ご存知ですか？

▶
国
文
祭
や
ま
な
し
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
カ
ル
チ
ャ
く
ん
」
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世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
は

毎
年
4
月
7
日
を
世
界
保
健
デ
ー
と

し
、
そ
の
年
に
重
点
的
に
取
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組
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課
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
今
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の
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高
齢
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と
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康
」
で

す
。
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、
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に
介
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と
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立
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で
き
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間
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ば
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。
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生
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送
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。
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ら
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康
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盛
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。

図 1：毎日 3食食べる人は 73％でした。
図 2： 欠食する人のうち、朝食を食べな

い人は 94％です。欠食は若い年
代ほど多かったです。

図 3： 60％の人がふつうの味付けを好
みますが、30％の人は濃い味付
けが好みでした。年代別にみると、
若い世代は濃い味付けを好む傾向
があります。

【アンケート結果】

【糖尿病教室】
　アンケート結果をうけて、「 1日 3食しっかり食べて、規則正し
い生活習慣を身につけてほしい」「地域の安心と安全を守る消防団
員に、健康な身体で元気に活動してもらいたい」という思いから、
食改では消防団員に糖尿病教室を行ないました。
　教室の講義では、糖尿病について、また糖尿病とも深い関わりが
あるメタボリックシンドロームについてお話をしました。飲酒習慣
がある人が多かったため、酒類に含まれるアルコールはカロリーが
高いことやつまみはカロリーや塩分量が高いものが多いので、飲酒
の際は気をつけてほしいと伝えられました。
　調理実習では、糖尿病予防の野菜たっぷりでバランスがとれた、
塩分が控えめのメニューをつくりました。「薄味でもおいしく食べ
られることがわかった。」「野菜がいっぱいで、たくさん噛んでおな
かがいっぱいになった。」と感想があり、食生活の大切さを感じて
もらうことができました。

今月は、若生保健師です。

高
齢
化
と
健
康

図 1：3食食べている人の割合

図 3：好みの味付け

図 2：欠食する食事
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3
月
4
日
、
か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ

ン
タ
ー
で
、「
ふ
ぁ
み
り
ー
学
級
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
と
父
母
、

祖
父
母
な
ど
、
大
勢
の
家
族
が
集
ま

り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
み
ん
な
で
子
育
て
！

　3月 11 日、ますほふるさと自然塾において、冬の森
林体験ボランティアが行われました。参加者は森林整備
を行なった後、ほだ木にしいたけ菌を打ち込みました。

おいしいしいたけができるように。　3月13日、鰍沢小学校4年生が授業の一環で検討した「大
法師公園整備計画書」を作成し、町に計画書を手渡しました。
計画書には、「花を増やそう」「ベンチを増やそう」などの
提案がだされました。その後、大法師公園を清掃しました。

大法師公園を明るくするために児童が提案

　河津桜で有名な静岡県河津町の
方と親交のある、中澤正之さん（𣇃
米）が河津町からいただいた河津
桜 10 本を寄贈してくださり、大
法師公園など町内施設に植樹しま
した。

大法師に河津桜を植樹
　都留市在住のシンガーソングライ
ター、しらいみちよさんは、東日本大震
災の犠牲者を悼み、2万本の桜を植樹す
る活動をしています。3月 11 日には小
室山妙法寺に 100 本、3月 18 日には大
法師公園に 125 本の桜を植樹しました。

鎮魂の桜を植樹 　ますほジュニアクワイアは、合
唱団結成 10 周年を期に初のコン
クール「第 13 回山梨ヴォーカル
アンサンブルコンテスト」に出場
し、ジュニアの部で金賞を受賞し
ました。結果報告に保護者の代表
が町長へ報告に訪れました。

ますほジュニアクワイアが金賞受賞

　

2
月
20
日
、早
川
文
代
さ
ん
（
本

町
4
）
が
め
で
た
く
1
0
0
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

1
0
0
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

4 月 1日～ 5月 31日は、「県土緑化協調期間」です。
「ひろげよう　大地うるおす　植樹の輪」をスローガンに、広く緑化運動を展開します。
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善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　10 万円　石川武郎様（東京都）
　亡母、正 様のご遺志により、町の振興のために
一金　　20 万円　深澤亮様（青柳町）
　亡母、信子様のご遺志により、町の振興のために
一金　　10 万円　早川文代様（本町 4）
　100 歳を記念して、町の振興のために
一金　　5万円　ファイソメサンタ様
　町の子育て支援のために
◆社会福祉協議会へ
一金　　10 万円　澤登由紀子様（青柳町）
　亡実母、石川正 様のご遺志により、町の福祉のために

戸籍の窓
自 2月 1日　至 2月 29 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 最　勝　寺 寄特　百峰 （も　ね） 女 元　志
 青　柳　町 渡邊梨依菜 （りいな） 女 英　司
 　〃 深 　夢結 （ゆ　い） 女 範　行
 　〃 深 　夢音 （ゆ　の） 女 範　行
 本　町　 1  佐野　佑河 （ゆうが） 男 宏　行
 本　町　 3  畑　　大慈 （たいじ） 男 光
 　〃 畑　　海慈 （かいじ） 男 光

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 最　勝　寺 河西　幸一 浩　子 （ 中 村 ）
 天 神 中 条 石川　　亮 瞳 （ 小 嶋 ）
 長　　　沢 深澤　飛雄 里　佳 （加賀美）
 青　柳　町 秋山　雅斗 泉　美 （ 梶 原 ）
 本　町　 1  新津　昌樹 さゆみ （ 川 口 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 最　勝　寺 依田 げる 93 進　　一
 〃 深澤　文子 86 恒　　雄
 〃 山本　征雄 68 剛
 天 神 中 条 長 　　豊 77 キ　　ミ
 〃 秋山　準市 80 一　　
 〃 川口うめ子 82 昌　　通
 𣇃　　　米 大久保住雄 81 宝
 小　　　林 山本　亥藏 79 市川智一
 青　柳　町 依田　富男 74 絹　　代
 〃 樋口　　武 79 正
 〃 大木　久雄 71 秀　　代
 〃 堀内　宣實 70 春　　美
 〃 中込 八郎 83 浩
 〃 東小川邦男 81 浩　　一
 〃 土橋喜美子 72 大　　造
 〃 依田十四子 86 幸　　雄
 〃 山本　良男 78 賢　　司
 〃 矢崎益太郎 85 智　　章
 小　　　室 橋本　善𠮷 86 孝　　雄
 高　　　下 樋口登鯉子 90 井口春美
 本　町　 3  安藤　冷子 82 孝
 〃 秋山　　明 91 加賀美富士子
 本　町　 4  大森　舜一 89 誠
 本　町　 6  深 　なつ 98 幸　　雄
 五　　　開 望月　米子 89 加賀美市江

ひとのうごき（ 3月 1日現在）
人　口 16,532 人 （－ 12）
　男 8,029 人 （－ 11）
　女 8,503 人 （－  1）
世　帯 6,188 戸 （＋  7） ※ (　)内は対前月比

4 月 1日～
富士川親水公園が一般開放されます

　富士川親水公園は、昨年 9月の台風 15 号により被災した
ことから、復旧工事のために一時使用を中止していました。
利用者の皆さんには、大変ご不便をおかけしておりましたが、
この度すべての工事が終了しましたので、4月 1日から一般
開放を行います。開園時間は、午前8時30分～午後5時です。
ご利用ください。
◆問い合わせ先　建設課　　　☎ 22－7203
　　　　　　　　教育委員会　☎ 22－5361

市民農園の利用者募集
　市民農園で自家用野菜や花などをつくり、収穫の喜びを体
験してみませんか？
●長沢市民農園
●青柳町 2丁目市民農園（くつま整形外科医院北）
◇貸付期間　2年間（契約延長あり）
◇賃料 1区画（約 50㎡）　1年間 2,000 円
◆申込み、問い合わせ先
　農業委員会事務局　☎ 22－7214

・・・川をきれいに・・・
～河川愛護モニターの募集について～

　国土交通省では、河川を優しく見守ってくださる河川愛護
モニターを募集します。モニターをお願いする河川は、富士
川及び笛吹川で、モニター期間は平成 24年 7月 1日から平
成 26年 6月 30日までの 2年間です。
　応募資格は、県内に在住し、富士川及び笛吹川付近に住む
20歳以上の方です。応募希望の方は、下記問い合わせ先に連
絡ください。
　応募期限は、平成 24年 5月 18日（金）まで
◆問い合わせ先　国土交通省甲府河川国道事務所河川管理課
　　　　　　　　☎ 055－252－8888

平成24年度山梨県警察官採用試験
●試験職種　警察官A
●受付期間　平成 24年 4月 20日まで
※ 受験資格・年齢要件などの詳細については、鰍沢警察署刑
務課へお問い合わせください。　☎ 22－0110
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雪の中、元気に児童が遊ぶ光景
今シーズン一番の大雪だった2月 29日、増穂西小学校では、児童が元気に雪遊びをしていました。

1 歳くらいのかわいい写真を募集しています。

深澤　妃
ひ
菜
な

ちゃん
（11カ月・大椚）

父　祐輔さん・母　佐由里さん

中山　結
ゆい
葉
は

ちゃん
（ 2歳 3カ月・本町 4）
父　恵介さん・母　弘子さん

深澤　一
かず
希
き

くん
（ 1歳 8カ月・本町 1）
父　浩正さん・母　千穂さん

松土　瞬
しゅん
大
た

くん
（ 1歳 3カ月・小林）

父　一也さん・母　祥美さん
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